
学科名： 平成30年3月31日

平成２９年度計画 平成２９年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的項目

各部局で、具体的な取組・実行内容に基
づいて計画実行する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に記載
する）

（平成２９年計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標を
挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達成状
況を評価する。 ＊上段は中間報告、
下段は最終報告

複数の日本語学校で留学生進学説明会
を開催し、岡山外語学院から２名の学
生が出願書類を提出した。さらに海外
の協定先に申請書類を送り、積極的に
留学生を募集した。

△ △

来年度初等教育学科の研究生1名（台
湾）、韓国の釜慶大学1名、群山大学1
名の交換留学生計3名を受け入れること
を決めた。外国人留学生入試の場合、
前期特別入学試験で表現文化学科1名、
経営学科1名の計2名が合格された。後
期特別入学試験（2月27日）の願書提出
は学科バランスよく、経営学科4名、実
践英語学科1名、初等教育学科1名の計6
名の留学生が受験する予定であった。

◦ ◦

学長
評価

担当者
評価

計画達成状況

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するために、社
会連携・社会貢献に関する方針を明確
にし、その方針に沿って社会との連携に
配慮し、教育研究成果を広く社会に還
元する。

　部局及び学科における２９年度計画と実行計画
中　期　目　標 中　期　計　画

グローバル化促進として、留学生の積極的な
受け入れ、さらに外国人研究者活躍の場を
広げ、本学の構成員の国際的活動能力の向
上を図る。

グローバル化を促進するため、留学生を
積極的に受け入れる。

１．大学・短大において留学生受け入
れ数値目標としては、毎年4～5名を受
け入れ、全校学生数の１％（正規・非
正規生を含む20～30名）を目指す。
２．入試課と協力して、積極的に県内
の日本語学校を訪問し、進学説明会に
参加する。

就実大学大学院・就実大学・就実短期大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

部局名（学部又は事務部）： 　国際交流センター


